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子どもたちの明るい笑顔･未来と民族教育の発展のために  

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
中
は
兵
庫
県
下
ウ

リ
ハ
ッ
キ
ョ
に
ご
高
配
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
昨
年
迎
え
ま

し
た
神
戸
朝
鮮
高
級
学
校

創
立
70
周
年
を
機
に
、
兵

庫
県
下
民
族
教
育
を
明
る

い
未
来
へ
向
け
て
よ
り
発

展
さ
せ
る
べ
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、「
高
校
無
償
化
」

除
外
、
助
成
金
削
減
に
続

き
、「
幼
保
無
償
化
」
適
用
除

外
と
民
族
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。 

我
々
は
子
供
た
ち
の
明

る
い
笑
顔
を
守
り
、
希
望
に

満
ち
た
未
来
を
築
く
べ
く

邁
進
す
る
所
存
で
す
。 

今
後
と
も
ウ
リ
ハ
ッ
キ

ョ
に
よ
り
一
層
の
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

지난해 효고민족교육에 돌려주신 아낌없는 

사랑과 협력에 마음속으로부터 감사를 드리며 

새해 아침에 만복을 받으시여 사업에서의  

번영, 온가족분들께 건강과 행복있기를 축원드

립니다. 

우리는 지난해 효고민족교육의 최고학당인 

고베조선고급학교 창립 70 돐을 맞으며 민족교

육의 찬란한 개화기를 열어제끼자고 온갖 심혈

을 기울여왔습니다. 

한편 고교무상화에서의 배제, 조성금의 삭감

에 이어 《유보무상화제도》에서의 제외 등  

우리 학교에 대한 탄압책동이 여느때없이 악랄

하게 감행되여있습니다. 

우리는 어린이, 학생들의 밝은 눈동자와  

찬란한 미래를 지키기 위해 매진해나가겠습니

다. 

올해도 변함없이 우리 학교에 따뜻한 사랑과 

협력을 주실것을 부디 부탁드립니다. 

(荒木一聡兵庫県副知事に要望書を提出) 

(山村昭神戸市市長室長に要望書を提出する愛新翼会長) 

兵庫県外国人学校協議会、要望書を提出 

県
下
十
二
校
の
外
国
人
学
校(

ウ
リ

ハ
ッ
キ
ョ
六
校
を
含
む)

で
構
成
さ
れ

る
「
兵
庫
県
外
国
人
学
校
協
議
会
」
が

去
る
十
一
月
十
九
日
に
神
戸
市
長
に
、

二
十
八
日
に
は
兵
庫
県
知
事
に
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

協
議
会
で
は
外
国
人
学
校
に
対
す

る
助
成
金
に
て
朝
鮮
学
校
の
み
削
減

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
是
正
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
幼
保
無
償
化
」
制
度
よ
り

各
種
学
校
の
み
適
用
除
外
さ
れ
て
い

る
現
状
で
、
政
府
に
各
種
学
校
も
適
用

す
る
よ
う
求
め
る
と
共
に
、
兵
庫
県
、

神
戸
市
に
て
補
助
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。 
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クァセアンニョンハシンミカ！希望に満ちあふれる新年 2020 年を迎えました。 

昨年は中級部女子バレー部の中央体育大会優勝や、吹奏楽部の中央芸術大会優秀作品選出等、

児童・生徒たちがたくさんの輝かしい成果を挙げた実りある一年でした。 

又、1800 人規模で盛大に開催された本校「愛校祭」は、地域の同胞のみならず沢山の日本の

方々がウリハッキョに集い、朝日友好の絆を深めたとても心温まるビッグイベントでした。 

学校創立 75 周年を迎える今年は、昨年以上の成果を挙げウリハッキョの名を全国に轟かせる

よう、生徒、教職員が一つとなり一層頑張っていきます。 

2020 学年度 入園・入学説明会 
2020 学年度 神戸朝鮮初中級学校 入園・

入学説明会を下記の日程で行います。 

幼稚班 入園説明会 1 月 18 日(土) 

初級部 入学説明会 1 月 18 日(土) 

中級部 入学説明会 

西神戸対象   1 月 22 日(水) 

神戸対象    1 月 24 日(金) 

－学校創立 75 周年を迎える 2020 年を沢山の成果で輝かせよう！－ 

３学期主要行事 

1/11  防災教育、避難訓練 

幼初/餅つき 

1/26  県口演大会 

1/28  幼/園外保育 

2/5   西日本口演大会 

2/9   学芸会(全校生徒) 

2/15  中/マラソン大会 

2/21  幼/マラソン大会 

初/スケート教室 

2/28  初/マラソン大会 

3/7   幼稚班 体験保育 

3/15  初中/卒業式 

3/23  幼/卒園式 

3/24  初中/修了式 

今年も昨年以上に学校生活を楽しみながら、さらなる成果を挙げよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 12 月 7 日に体験保育を行いました。 

園児たちと一緒にキムチ作りをしました。 

幼/そり遊び   初低/4.24 カップ   初高/コマチュック  初/料理モイム  中/修学旅行 
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輝かしい新年を迎え、心よりお慶

びを申し上げます。旧年中は、格別

のご厚情に預かり誠にありがとうご

ざいました。 

 

伊丹朝鮮初級学校のスローガンは

《伊丹力！》 

今こそ、力を出してこの困難に打

ち勝つとの願いを込めて掲げていま

す。 

 

力のある限り、力を合わせて伊丹

の宝である児童 47 人を守ります。

その過程で確実に園児・児童は知・

徳・体を備えると思います。 

 

これを成果に導くソンセンニム達

の姿、保護者・同胞の姿こそが《伊

丹力！》 

 

本年も引き続きご指導、ご鞭撻の

ほど何卒よろしくお願い申し上げま

す。 

 

 
 

 

 
 

伊丹市市長と宝塚市市長に要望書提出 

 政府が方針を改め、全ての子どもたちに無償化を適用

するまでの救済措置として、市からの補助金を幼保無償

化の幼稚園並みに増額することなどを求めた。 

 
 
 
 
 
 
 

最後まで一生懸命に頑張った生徒たち 

 
 
 
 

素晴らしい愛校節サランバザー2019 

 10 月 27 日に行われた愛校節は本校に約 550 名の人た

ちが集まり、暖かい交流の場となりました。 

ユチバン 2019 作品展示会 大成功！ 

 今年のテーマを〈お店〉と決めて食べ物をたくさん作

りました！体験保育の日には入園対象のオリニ販売♪ 

（お金はもちろん作り物です。）とても楽しく、良い体験

をしたオリニ達です。 

 

4.24ＣＵＰ 

コマサッカー中央大会 バレーカーニバル 

３学期 予定 

1 月 1８日 入園・入学説明会 

1 月２８日 劇団飛行船人形劇観覧(幼稚班) 

２月 ５日 西日本口演大会(池田) 

２月１１日 第７２回学芸会 (みつなかホール)  

２月２１日 スキー実習(高学年) 

～ ２２日 

 

 



( 8 ) 学校法人兵庫朝鮮学園 情報紙 「未来」 2019 年度 冬号 

「各種学校の外国人幼稚園への『幼児教育・ 保育無償化』

適用を求める署名」にご協力下さい。 

 

 
ご
周
知
の
よ
う
に
、
二
〇
一
九
年 

一
〇
月
一
日
よ
り
、
日
本
人
も
外
国

人
も
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
す

べ
て
の
人
が
負
担
す
る
消
費
税
の

10
％
引
き
上
げ
分
を
財
源
と
し
て
、

「
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
」（
以
下
、

「
無
償
化
」
と
し
ま
す
）
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

無
償
化
の
趣
旨
に
つ
い
て
定
め
た

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
は
、「
全
て
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う

に
支
援
す
る
も
の
」
と
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
税
負
担
の
公
平
性
や
待

機
児
童
解
消
の
観
点
か
ら
無
償
化
の

対
象
が
無
認
可
施
設
に
拡
大
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
各
種
学
校
認
可
を
受

け
て
い
る
幼
稚
園
施
設
が
除
外
さ
れ

て
い
ま
す
。
各
種
学
校
の
幼
稚
園
施

設
は
朝
鮮
学
校
40
か
所
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
ブ
ラ
ジ
ル

人
学
校
な
ど
49
か
所
の
全
国
89
か

所
あ
り
、
す
べ
て
が
外
国
人
学
校
幼

稚
園
で
す
。 

な
か
で
も
、
朝
鮮
学
校
の
場
合
、

高
校
無
償
化
か
ら
も
除
外
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
加
え
今
回
の
無
償
化
か
ら

も
除
外
さ
れ
て
お
り
、
政
府
の
度
重

な
る
差
別
的
措
置
に
対
し
強
い
批
判

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
政
府
は
、
各
種
学
校
の
幼
稚

園
施
設
を
無
償
化
か
ら
除
外
し
た
理

由
を
、「
各
種
学
校
は
多
種
多
様
な
教

育
を
行
っ
て
い
る
」
か
ら
だ
と
し
て

い
ま
す
が
、
幼
児
教
育
施
設
以
外
に

も
、
料
理
や
裁
縫
、
算
盤
学
校
な
ど

様
々
な
各
種
学
校
が
存
在
す
る
か
ら

と
言
っ
て
、
幼
児
教
育
を
行
っ
て
い

る
各
種
学
校
を
無
償
化
か
ら
除
く
理

由
と
す
る
こ
と
は
乱
暴
す
ぎ
ま
す
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
他
の
無
認
可
施

設
を
無
償
化
対
象
と
す
る
た
め
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
実
態
調
査
が
行
わ
れ
た

一
方
で
、
無
認
可
施
設
よ
り
教
育
内

容
や
設
備
面
で
整
備
さ
れ
て
い
る
各

種
学
校
の
外
国
人
学
校
幼
稚
園
だ
け

は
、
実
態
調
査
す
ら
せ
ず
に
形
式
的

に
除
外
さ
れ
た
こ
と
に
納
得
が
い
き

ま
せ
ん
。 

安
倍
総
理
は
、
さ
る
一
〇
月
四
日

の
国
会
所
信
表
明
演
説
で
、「
み
ん
な

ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。
新
し
い

時
代
の
日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

多
様
性
」
と
述
べ
な
が
ら
、「
多
様
性

を
認
め
合
い
、
全
て
の
人
が
そ
の
個

性
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う

し
た
社
会
を
創
る
」
こ
と
を
明
言
し

ま
し
た
。 

 

「
多
種
多
様
な
教
育
」
を
理
由
に

外
国
人
学
校
幼
稚
園
を
除
外
す
る
こ

と
は
、
安
倍
総
理
の
こ
の
発
言
と
も

矛
盾
し
ま
す
。 

そ
も
そ
も
、
社
会
全
体
で
公
平
に

負
担
す
る
消
費
税
が
、
政
府
の
指
差

す
ご
く
一
部
の
幼
稚
園
施
設
の
保
護

者
た
ち
に
だ
け
分
配
さ
れ
な
い
の
は

極
め
て
不
公
平
で
あ
り
、
到
底
許
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

外
国
人
学
校
幼
稚
園
を
無
償
化
か

ら
除
外
す
る
こ
と
は
、
無
償
化
を
定

め
た
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
そ
の
も

の
や
、「
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
権

利
を
尊
重
し
確
保
す
る
」
子
ど
も
の

権
利
条
約
な
ど
に
も
違
反
す
る
措
置

と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
日
本
政
府
が
、
子
ど

も
子
育
て
支
援
法
の
理
念
や
子
ど
も

の
権
利
条
約
な
ど
に
の
っ
と
り
、
各

種
学
校
た
る
外
国
人
学
校
幼
稚
園
へ

の
適
用
を
一
日
も
早
く
実
施
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
ま
す
。 

み
な
さ
ん
、
朝
鮮
学
校
幼
稚
園
、

外
国
人
学
校
幼
稚
園
の
無
償
化
実
現

に
向
け
て
ご
支
援
ご
協
力
く
だ
さ
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。 

頂いた署名は兵庫朝鮮学園、各学校保護者代表などが直接政府に提出いたします。 

署名用紙は学園ホームページよりダウンロードして頂けます。 

下記 URL へアクセス、もしくは「学校法人兵庫朝鮮学園」でご検索してください。 

兵庫朝鮮学園ホームページ URL  http://www.hyogo-korean.ed.jp 

署名用紙は学園事務局へ原本を郵送してください。 


